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T07b An Association of QSOs and a Supercluster at z = 1.3?
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ASCA衛星によって実施された、やまねこ座領域での深探査の可視追求分光観測の結果について報告する。こ
の過程で、z = 1.3に存在する既知の二つの銀河団 (あるいは超銀河団)のまわりに 3つのクエーサーが存在する
ことを発見したので、これについて報告する。
ASCAによる深探査では、SIS検出器の 2–7 keVバンドで 3.5σ以上 (∼ 4× 10−14 erg s−1 cm−2 以上のフラッ
クス) のソースが 6個検出された。これらのソースの対応天体候補の可視分光を行い、その 5個については同定が
できた。このうち一つは既に報告済の２型クエーサー候補であり、その後の観測で 1.9型のクエーサーであるこ
とが判明した。他の 4個は通常のクエーサーないしは明るいセイファート銀河 (LX = (0.8− 4.8)× 1044 erg s−1)
であった。また、他のバンドで検出されたソース 2つも可視同定でき、それぞれクエーサーと明るいセイファー
ト銀河であることがわかった。
これらの同定されたX線源のうち、3つは、z = 1.260−1.286のクエーサー (LX(2−10keV) = (3.9−5.1)×1044

erg s−1)であることがわかった。これはサーベイ領域内のこの赤方偏移範囲に予想される個数の約 100倍であり、
かなりの超過であると考えられる。また、サーベイ領域内のこの z には二つのリッチな銀河団が存在しているこ
とが知られており、さらに最近仲田他によってこの銀河団のまわりにいくつもの銀河群が存在していることも報
告されている。興味深いことに、発見された 3つのクエーサーは、この超銀河団の中心領域を避け、周辺に存在
している。クエーサー活動性とその環境効果を調べる上でこの領域は興味深い対象になるかもしれない。


